
Ｇ 授 業 プ ラ ン 担当 木村 光伸（鞍中）

授業日時 １０月 ８日(木) ６校時 １５：０５ ～ １５：５５ 三 ヶ 所

バ ス 行 き 時刻 １３：３０ 場所 鞍岡中→三ヶ所中 会場校 中 対象学年 ２年

配 車 帰 り 時刻 １６：００ 場所 三ヶ所中→鞍岡中

教科単元 教科名［ 理科 ］ 単元名［ 沸点 ］ 児童生徒 ３５ 人

時 数 ６／６

授 業 者 木村 光伸（鞍岡中）・・・美術教室

倉永 愛子（三ヶ所中）

○ 最適人数にした理由

・ 始めは大人数(Ｌ)で行い、本時の内容を確認する。。

・ ５～６人のグループ（Ｓ）に分け、各グループに資料を配付し、その資料について各班で理解した上

で再度グルーピングして、各グループで理解した内容を課題解決の手だてとして話し合い活動を進め、

お互いに教え合いができるようになる。

・ お互いの学校の生徒と交流を深め、人間関係の育成を図ることができる。

本 時 の ○ 沸点と圧力の概念を活用し、生徒が主体的に活動し、教え合いができるようになろう。

目 標

指導型 【本時の視点】

Ｂ－Ⅱ ○ 生徒が主体的に学習できるように、協調学習のジグソー法を活用し、班活動を中心とした、

（活用） 教え合い学習ができるように設定した。

○ 授業の流れ(概略)

１ 本時の目標の確認「高い山の頂上では、水が沸騰する温度は１００℃より高いでしょうか。低い

でしょうか？それはなぜか、理由もつけて答えてください。」

２ １２の班に分け「①海面からの高さと気圧」「②沸点と圧力の関係」「③水の三態変化」について各班

で説明ができるように準備をする。（Ｓ）

座席１ 座席２

Ａ１ ① Ｃ１ Ａ２ ② Ｃ２ Ａ３ ③ Ｃ３ Ａ１ Ａ Ａ３ Ｂ１ Ｂ Ｂ３ Ｃ１ Ｃ Ｃ３

Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３ Ａ２ Ｂ２ Ｃ２

Ｄ１ ① Ｆ１ Ｄ２ ② Ｆ２ Ｄ３ ③ Ｆ３ Ｄ１ Ｄ Ｄ３ Ｅ１ Ｅ Ｅ３ Ｆ１ Ｆ Ｆ３

Ｅ１ Ｅ２ Ｅ３ Ｄ２ Ｅ２ Ｆ２

Ｇ１ ① Ｉ１ Ｇ２ ② Ｉ２ Ｇ３ ③ Ｉ３ Ｇ１ Ｇ Ｇ３ Ｈ１ Ｈ Ｈ３ Ｉ１ Ｉ Ｉ３

Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ Ｇ２ Ｈ２ Ｉ２

Ｊ１ ① Ｌ１ Ｊ２ ② Ｌ２ Ｊ３ ③ Ｌ３ Ｊ１ Ｊ Ｊ３ Ｋ１ Ｋ Ｋ３ Ｌ１ Ｌ Ｌ３

Ｋ１ Ｋ２ Ｋ３ Ｊ２ Ｋ２ Ｌ２

※発表者も決めるように指導する。

３ Ａ～Ｌの班（１２班）に再編成し、①～③を１→２→３の順番に説明して、本時の目標について話し

合い、各班で考えをまとめる。（Ｓ） （一人３分説明、１分質問、解決２分）×３人＝１８分程度

４ 各班で考えた内容をホワイトボードで発表する。※時間がなければ、意図的氏名をする。

５ 自己評価

○ 成果・課題


